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「魚を与えるのではなく　釣り方を教えよ」  

 
校長　 　 重信　 廣行　  

　  
　人に魚を与えれば、一日の糧となる。与えるのは簡単だが、
そのときだけとなる。しかし魚の捕り方を教えれば、一生食
べていくことができる。世界中で知られており、多くの人が
一度は耳にしたことがある釣りに関わる格言です。  
　 
　8月22日に町教育講演会が開催されました。講師の今村先生
から、発達等に課題のある子どもや不登校の子どもたちへの
対応について話を聞くことができました。子どもたちの将来
を考えるときに、将来自分の力で社会の中で行き抜いていく
こと＝自立が必要なことは、誰にでも容易に理解することが
できます。そのために、学校ではキャリア教育などを通して、
なりたい自分や将来の姿を想像して目標
を立て、取組を進めています。今村先生
の話の中で「当たり前のことができるこ
と」が大事とされていました。講話の中
で 出さ れ た ワ ーク シ ー トが 右 の もの で
す。 
　16番については細かく説明いただきま
した。家を出て学校に着くまで、子ども
は学校への心構えを作りながら行くそう
です。子どもなりにいろいろな状況に対
応しながら登校することが心理的な成長
を促すとのことでした。また、6番の一
人で寝られるというのも、家庭の状況に
もよりますが、自立には不可欠というこ
とでした。 
普段何気ないことでも、子どもの成長に
は必要なこともあるようです。ともする
と、子どものためと思い手をかけてしま
うことが多くなったように思います。し
かし、子どもの成長の機会だと捉え、子
どもに任せることも、自立のためには必
要なのかもしれません。いつまでも可愛
い子どもでいて欲しいという親心も分か
りますが、今でなく将来どうなって欲し
いか、を考えて子育てに取り組むことが
必要だと思います。子どもさんが、どれ
くらい生活力があるか、ワークシートで
一緒に確かめてみてください。子どもさ
んの状況に応じて、いま必要な手立てが
あれば、少しずつ取り組んでみてはいか
がでしょうか。
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　 ９月１日（月）　始業式 10月１日（水）　はこぶっく来校 
      ３日（水）  はこぶっく来校 　　　　　　　　身体計測・視力検査 
      ６日（日）  ＰＴＡ奉仕作業 　　２日（木）　おもなわぐんぐんデー（～９日） 
      ９日（火）  運動会結団式     ５日（日）   ほーらい祭り（校庭：駐車場） 
　　　　　　　　　ＳＣ来校 　  ７日（火）　陸上記録会練習 
　　  11日（木）  運動会係児童打合せ     12日（日）　町民体育大会 
    　12日（金）  陸上記録会選手選考     14日（火）  陸上記録会練習 
    　16日（火）  運動会予行     15日（水）　町陸上記録会・ＳＣ来校 
　　　18日（木）  運動会会場設営 　　16日（木）　火災避難訓練 
　　　20日（土）　運動会前日準備 　　21日（火）　修学旅行（～23日） 
    　21日（日）　第78回秋季大運動会 　　24日（金）　６年生休養措置日 
　　　22日（月）  運動会振替休日 　　28日（火）　クラブ活動 
　　　　　　　　　おもなわ読書の日 
　　　24日（水）  ＳＣ来校 
　　　26日（金）  陸上記録会練習 

今年度の受賞履歴（4月から７月）  
  「 歯と 口 の 健康 週 間 」図 画 ・ ポ スタ ー 展 
　 　 特 別 賞　 　 ２年 　 宮 永 　 煌 慎 　 　 ４年 　 玉 利　 灯 
  県図 画 作品 展                                      
    県 　 入選 　 　 １ 年　 澤 村　 遼 太郎 　 ２年 　 澤　 歩 寿 
　 　 町 　 特選 　 　 ２ 年　 玉 利　 友 乃　 　 ５年 　 前田 　 煌士 朗 　 　 ５年 　 前田 　 菫 
　 　 　 　 　 　 　 　 ６ 年　 中 　 　 美 都和

 
 
　  
　 ８月２０日に子ども議会が開催され、本校か 本校 県　差 全国差  
らは，６年生の小野飛鳥さんが、代表として参 国　語 53 －14 －13.8  
加してくれました。 算　数 48 －９ －10.0  
避難生活を送ることができるための備え」でし 理　科 56   －４  － 1.1  
た。具体的には「各避難場所に簡易シェルター  
とテントを整備すること」で、これまでの避難 　 理 科 は 、 平 均 に 近 い 結 果 で し た が 、 国 語 ・ 算 数 と
訓練での経験や社会科での学習を生かした提案 も に 県 、 全 国 を 大 き く 下 回 り ま し た 。 ど の 教 科 で も 、
になっていました。代表で発表する飛鳥さんの 漢 字 の 書 き 、 基 礎 的 な 知 識 や 計 算 力 等 、 基 礎 ・ 基 本
ために６年生全員が、どの地区にどの程度のテ に か か る 問 題 に つ い て は 、 平 均 を 上 回 る 結 果 で し た
ントやシェルターが必要で、その他の予算がど が 、 図 や 表 、 資 料 な ど か ら 分 か る こ と を 考 え た り 、 条
の程度になるかまで調べてまとめていました。 件 に あ わ せ て 書 い た り す る 問 題 に つ い て 、 平 均 を 大
当日、一日議員に任命された飛鳥さんの堂々と き く下 回っ て い ま し た。 
した質問に、町長はじめ役場の担当の方々も誠 　 子 供 た ち が 自 分 の ペ ー ス や 理 解 度 を 考 え な が ら
実に応えてくださり、実のある素晴らしい子ど 学 び を 進 め て い く 、 学 習 者 主 体 の 授 業 づ く り に 努 め
も議会になったと思いました。これを機に、子 て き た 成 果 で あ る と 考 え て い ま す 。 一 方 で 、 思 考 力 ・
供たちが自分たちの暮らしと政治の関わりを確 表 現 力 を 高 め て い け る よ う に 、 「 協 働 的 な 学 び 」 に つ
かなも の い て今 後 、学 校全 体 で取 り組 ん でいき ま す 。
として 感
じ、今 後  
の学び や  
生き方 に  
繋げて 欲 　 子 供 た ち が 使 う 全 て の タ ブ レ ッ ト 、 授 業 で 使 う 電
しいと 思 子 黒 板 等 が 新 し く な り ま し た 。 ま た 、 図 書 室 ・ 音 楽 室
うこと で ・ 家 庭 科 室 に も エ ア コ ン が 入 り ま し た 。 町 も 子 供 た ち
した。 が 、安 心 し て 学習 で きる 環境 を 整 えて く だ さ っ て い 

ま す 。 子 供 た ち と 一 緒 に 、 感 謝 の 気 持 ち を も っ て 大
切 に 使 って いきた いと 思 いま す 。


